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研 
究 
主 
題 

自己を進んで表現する生徒の育成（４年次） 
~発信力を育む探究的な授業づくり～ 

研 
究 
主 
題 
設 
定 
の 
理 
由 

 本校では３年前から「自己を進んで表現する生徒の育成～発信力を育む探究型授業づくり～」の研究

主題のもと、校内研究を行ってきた。特に昨年度は「展開部分の工夫」に焦点を当てて研究を進めてき

た。「設定した課題の解決に迫り、より深い学びを追究するために、どのような学習活動を取り入れるか」

という視点を持ち、教科ごとの特性に応じて展開部分における言語活動やＩＣＴ機器、思考ツール等の

有効活用を検討・工夫してきた。授業の中で「発信力」が高まっていると感じる場面は多くあったもの

の、主体性や積極性にはまだ課題が見られた。また、授業実践を通して、生徒につけたい「発信力」が

どのようなものか、より明確になってきた。例えば「他人の意見を取り入れて、自分の考えを自分の言

葉で記述・発表する力」「自分の意見を（わかりやすく）（簡潔に）（根拠を示して）まとめる力」「自分

の思いを独りよがりではなく、文章や資料をもとに筋道を立ててわかりやすく表現する力」等が挙げら

れた。そこで、自己を進んで表現するために各教科で育成を目指す資質・能力を明確にし、さらに「発

信力」を高める探究的な授業づくりに取り組んでいきたいと考えた。 

 
 
研 
究 
の 
目 
標 
 

 本研究は、自己を進んで表現する生徒を育成することを目標とする。 
そのために、自分の思いや考えをもとに、周りとの関わりの中で考察を深め、自己の学びを発信できる

態度を育成する。生徒自身が主体的に学習に取り組み、発表・表現するだけにとどまらず、発信するこ

とを意識させたい。 
各教科でどのような資質・能力を育成すれば「発信力」が高まるのか。そのことを明確にした授業づ

くりを行っていく。また、総合的な学習の時間に探究的な学習を推進し、山形大学と連携を図りながら、

STEAM 教育を取り入れていく。各教科で育成した「発信力」をもとに総合的な学習での「探究」を進

める一方で、総合的な学習で培った「発信力」を生かして各教科での学びを深めていき、相互の学習で

「自己を進んで表現する生徒」の育成に努めたい。また、道徳科の授業の中でも対話や交流の場面を意

図的に設定し、「発信力」をつける授業を展開してきた。今年度も引き続き取り組んでいきたい。 



 
研 
究 
の 
仮 
説 

各教科の授業において、教科ごとの単なる知識の習得だけでなく、実生活につながるような学びの習

得や教科等横断的な視点で授業づくりを行うことで、学びに「つながり」が生まれ、生徒が自分自身で

もっと学びたいという意欲をもち、自己を進んで発信することができるようになると考える。 
また、各教科・領域において生徒の実態を踏まえ、「発信力」を高めるためにどのような資質・能力を

育成するのかを明確にし、また、各教科、道徳、総合的な学習の時間の相互の関連を意識した授業づく

りを行えば、様々な情報を活用・統合し、課題の発見・解決や社会的な価値の創造に結び付けられる資

質・能力を育成することができるだろう。 

研 
究 
の 
内 
容 

（１）各教科における「発信力」を高める探究的な授業づくり 

   ・教科の特性を生かした育成を目指す資質・能力の明確化 

・生徒が主体となる課題設定→展開→振り返り・まとめのサイクルを意識した単元づくり 

主な授業づくりの視点 

① 生徒が主体となり、多様な見方・考え方ができる課題の設定。 

② 教科特有の「見方・考え方」を働かせる活動の設定。 

③生徒にとって必要感があり、対話を通して考えを広げたり深めたりすることができる学び合い

の場面の設定。 

（２）総合的な学習の時間における探究型学習の推進 

   ・各教科の学びで育成した発信力を総合的な学習に活用する。また、総合的な学習で育成した発

信力を各教科への学びに生かす。 

 ・山形大学と連携して STEAM 教育を取り入れる。 

（３）「特別の教科 道徳」の充実 

   ・協働的な学びの基盤づくり    

・自分の考えを基に、書いたり討論したりするなどの表現の機会の充実 

研 
究 
の 
方 
法 

１ 研究推進委員会を開催し、理論研究とスケジュールの調整を図る。 
・毎週木曜日に推進委員会を開催する。 
・外部期間との調整を図る。 
・教育課程を調整する。 

２ 教科部会を通して授業改善に取り組む。 

  週 1 回の時間割の中に組み込み、研究主題に即し、かつ教科の本質に迫る授業構想や指導案検討等

を行う。   

３ 校内授業研究会の実施 

  第１回 校内研修会（STEAM 教育研修会）       令和５年 ５月３０日（火） 
第２回 校内授業研究会（道徳）         令和５年 ９月１３日（水） 

  第３回 校内授業研究会（数学・社会）      令和６年 １月２２日（月） 
  第４回 校内研修会（まとめの会）         令和６年 ３月 ４日（月） 

４ 各自の授業実践 

全教員が指導案を作成して授業を実践し、校内での公開を行う。 

５ 校内研究のまとめ 

３月に成果と課題について考察し、次年度以降の校内研究につなげる。 

研 校内研究の年間計画 
  ４月 校内研究会の方向性について・開催時期について（検討） 



究 
の 
計 
画 

   ５月 今年度の研究の方向性について（共通理解） 
      各教科の重点の作成 
      第１回校内研修会（STEAM 教育研修会） 
   ９月 第２回校内授業研究会（道徳） 
  １０月 市教育委員会委嘱公開授業研究会への参加 

１月 第３回校内授業研究会（数学・社会） 
   ２月 研究紀要締め切り 
   ３月 校内研究まとめの会 

 


